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下大和田・小山町谷津田だより －2022 年１１月号 No.249 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 273 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い＆草木染め 

2022 年１０月 ２日（日）くもりのち晴れ 報告：田中正彦 
捕虫網を持ってトンボ類の個体数調査と「ひっつき虫」の種子観察をテー

マに秋の谷津を散策しました。採集したトンボは種類と雌雄を記録し放しま

した。先月も同様でしたが、トンボの種類と個体数は非常に少なく、アキア

カネなどは全く見られませんでした。ひっつき虫は、双眼実体顕微鏡のファ

ーブルを使って種子を拡大し、植物の種子散布戦略について考えました。午

後は、谷津で採取した野草を使って草木染めを行いました。参加者は、その

きれいな染め上がりに自然の持つパワーを感じていました。 
参加者１６名（大人１０名、専門学校生１名、高校生１名、中学生 1 名、小学生３名） 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

下大和田 森と水辺の手入れ「散策路の整備」 2022 年１０月１６日 晴れ 報告：平沼勝男 
気持ちの良い秋空になりました。毎月、第一日曜日に行われる自然観察会のコースを、刈

り払い機で整備しました。作業中に振りかえって驚いたのは 20ｍほどの距離にイノシシが２

頭いたことです。全く逃げる様子はありません。こちらが刈り進んでいくと、こちらのスピ

ードに合わせて付いてきます。大きさから２頭は子供のイノシシのようです。小型でとても

可愛いかったです。同時進行のもう一方の作業は、森の中の遊歩道の整備です。剪定ばさみ

で遊歩道の整備をしました。          参加者５名（大人４名、小学生１名） 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   
第 283 回下大和田ＹＰＰ「古代米の稲刈り」 2022 年１０月１５日 曇り 報告：平沼勝男 

曇り空ですが暑くもはなく寒くもない、最適の稲刈り日和でした。この日は

５名の未経験者がいましたので、その人たちには特別稲刈りのレクチャー。刈り取り

作業がすごいスピードで進みました。11 時には一番の多い緑米のすべてを刈り取るこ

とができました。これは記録的な速さです。休憩をはさみ黒米と赤米の刈り取り。同

時に緑米を縛る作業を開始。12 時にはすべての刈り取りが終わりました。食事の後に

全員で稲を縛り、おだ掛けしました。最後に集合写真を撮り終了。ちょうど３時でし

た。      参加者２８名（大人１６名、高校生１名、中学生２名、小学生９名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
第６回下大和田 森の手入れ「森の上の草刈り」 2022 年１０月２３日（日）晴れ 報告：平沼勝男 
暖かい秋の日となりました。この日の作業は森の上の草刈りと

散策路の整備です。この場所は昨年、送電線の下にあるという利

用で、幾本ものシラカシの巨木が切り倒された場所です。突然開

けた場所ですが、アカメガシワやヌルデ、イヌザンショウなど、

いわゆるパイオニア植物がみっしり、人の背より高く伸びていま

した。クヌギやハリキリ、タラなどは残しました。全部ではあり

ませんが、広い空間がよみがえりました。 参加者４名（大人４名） 
                

＜小山町での活動＞ ☆１０月期の活動 報告：たんぽぽ 

コシヒカリからほぼ一カ月遅れで実ってゆく古代米の稲刈り・脱穀を順次進めていく時期に入りました。稲の熟

成は天候に左右され、限られたおだに掛ける期間や脱穀のタイミングなどは、稲たちの様子見のパズルの様です。

熟成の順に黒米・赤米と進め、これらは 22 日までに脱穀を済ませました。10 月の半ばからはイノシシの活動が活

発化し、緑米に少なからぬ倒伏被害が発生しました。対策は施すものの決定打にはならず、実りは良好なだけに毎

日祈るような気持ちです。 
☆第 208 回 小山町 ＹＰＰ「古代米の脱穀」2022 年１０月２９日（土）延期 報告：たんぽぽ 

10 月 29 日が YPP の古代米(緑米)の脱穀としていましたが、気温が低い日が続き、成熟するのを待ってから刈り

始めたため緑米の脱穀を遅らせる事にしました。緑米の稲刈りは 10 月 24 日より開始、27 日に終了、2 週間しっか

り干して脱穀します。 

before after 



☆小学校田んぼ活動 報告：たんぽぽ 

・あすみ小学校稲刈り(１０月３日) 

 行く夏を惜しむような心地よい夏日でした。田植え直後からしばらく気温が下がり生長が心配されましたが、実

りは良好な様子でした。大勢の保護者の方々にも参加頂き、とてもスムーズな作業でした。メダカやタニシたちと

一緒に稲刈りをする様子には、子どもたちから驚きや感動の声があふれていました。 
・大椎小学校の脱穀(１０月２６日) 

 雨降りの翌日、やや風があり肌寒く感じましたが、清々しい秋晴れでした。今回も大勢の保護者の方々に見守ら

れて、子どもたちは伸び伸びと楽しそうに作業に勤しみました。一度経験を積んでいる６年生は手慣れたもので、

藁綯いの作業であっという間に長縄を完成させ、大縄跳びを始めました。多くの子たちがそれに参加したり、チー

ムを組んで長縄作りに挑戦したり、終始明るく、楽しそうな声があふれていました。 
【谷津田・季節のたより】 

＜下大和田町＞ 報告：田村光範 

１０月 田んぼは古代米の稲刈りが終わりました。10 月は天候も良く、順調にオダ掛けで干せています。 

モズのはやにえを見つけました。モズは捕えた獲物をその場で食べないで、木の棘などに突きさして

おく習性があります。はやにえといい、昆虫の多い秋によく見かける行動です。 

イノシシもよく見かけるようになりました。谷津田の動物たちは冬に向けた準備が始まっています。 

＜小 山 町＞ 

9/30～10/1 ノシメトンボの大群飛来(赤シャツ親父)，10/2 アブラゼミ、ツクツクボウシ、エンマ

コオロギの共演(たんぽぽ)，10/15 小学校田んぼのすぐ近くでモズさん高鳴き（たんぽぽ），10/22  

季節外れのアブラゼミ、孤独に泣く？(赤シャツ親父) 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
＜下大和田谷津田＞        

・［第 285 回 下大和田ＹＰＰ（もみすり）］ 

日 時：2022 年１１月１２日（土） ９時 45 分～１５時 ※小雨決行 
場 所：下大和田 伊勢戸銘木店（中野インター入り口近く）。参加者へは別途場所をお知らせします。 

持ち物：マスク着用、長袖長ズボンの服装、帽子、ゴミ袋、飲み物、弁当、敷物。 
参加費：米づくり年間参加者以外 300 円（小学生以上） 
・［森と水辺の手入れ］ 

日 時：2022 年１１月２０日（日） ９時 45 分～１２時 雨天中止 

内 容：田んぼの畦の整備をします。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  
参加費：無料 

・［第７回 森の手入れ］ 

日 時：2022 年１１月２７日（日） ９時 45 分～１２時 雨天中止 

内 容：森の散策路の整備をします。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物 参加費：無料 

・［第 275 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い］ 
日 時：2022 年１２月 ４日（日） ９時 45 分～１２時 雨天決行 
内 容：木々の黄葉を楽しみながら冬越しにやってきた鳥たちを求めて谷津をめぐります。 

持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、あれば双眼鏡、ゴミ袋 
・［第 286 回 下大和田ＹＰＰ（収穫祭）］ 

日 時：2022 年１２月１０日（土） ９時 45 分～１４時 雨天中止 

場 所：下大和田 わいわい広場 

内 容：今年最後のイベント、みんなで育てた緑米を使っておもちつきをして収穫を祝います。藁を編んで  

正月飾りを作ったり的当てゲームなど行います。 ※新型コロナ感染状況により内容変更あり 

持ち物：お椀とお箸、マスク着用、長袖長ズボンの服装、帽子、ゴミ袋、飲み物、敷物。 
＜小山町谷津田＞ 

▼第 209 回 小山町 ＹＰＰ「籾摺り作業」 
日 時 :2022 年１１月２６日(土)  ８時３０分～ ☆雨天中止 
場 所 : 集合場所 りんどう広場、実施場所 土気 NGO・古民家 ※ 一般の方の参加も若干名受付ます。 

参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい。 
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